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研究成果の概要（和文）：雑草防除資材の原料確保と効果的な緑化管理の観点から、緑地管理によって排出され
る植物残渣の利用について検討した。様々な植物残渣とその原料化方法を検討した結果、公園の剪定枝や路肩の
雑草残渣が雑草抑制資材の原料として有効であることが明らかとなった。また、原料として有効な植物種とし
て、害虫発生源となるリスクが少ないタデ科の多年草のイタドリを有望視した。一方で、イタドリは難防除雑草
ともいわれている。そのため、雑草刈りとイタドリの生育との関係を明らかにし、イタドリ群落の保全と防除を
両立する効果的な雑草刈り方法を提案した。

研究成果の概要（英文）：We investigated the use of various plant residues to secure materials for 
weed control and effective revegetation management. We found that pruned branches from parks and 
weed residues from roadbanks were effective in both aspects. We also selected Japanese knotweed as a
 promising plant for vegetating roadbanks because it poses little risk of becoming a pest source. 
However, Japanese knotweed is also considered difficult to control. Therefore, we clarified the 
relationship between weed mowing and the growth of Japanese knotweed and identified effective weed 
mowing methods for preserving and controlling Japanese knotweed communities.

研究分野： 雑草生態学

キーワード： 植生　雑草抑制　植物残渣

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
鉄道や法面、公園等の緑地管理では、雑草や剪定枝など大量の植物残渣の排出が問題となる。大量に排出される
これらの植物残渣を雑草抑制資材とすることで、残渣を有効活用できるだけでなく、「草で草を管理する」地域
循環型の雑草管理が実現する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
誘導植生を材料とした雑草抑制資材の開発と「地域資源活用型」雑草管理法の開発 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
鉄道法面や道路法面、河川法面などの除草作業で排出される大量の雑草残渣は、多くが焼却ゴ

ミとして処分されている。研究代表者はこれまで、農業残渣として大量に廃棄される果樹剪定枝
を材料とした雑草抑制資材の開発を行ってきた。大量に排出される植物残渣が雑草抑制資材の
原料となれば、雑草残渣を有効活用するだけでなく、「草で草を管理する」地域循環型の雑草管
理が実現する。 

 
 

２．研究の目的 
 
本研究では、雑草残渣等の植物残渣を材料とした雑草抑制資材の開発を目指す。 
ただし、雑草残渣を利用する場合、複数の植物種が不定量、混在することが問題となることか

ら、材料として有効な優占種を選定し、材料となる植物種が優占する理想的な植生を誘導するこ
とが効果的である。そこで本研究では、材料として適した雑草が優占する植生を誘導する管理 
方法を構築する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)残渣を活用した雑草抑制資材の開発 
 複数の植物が混在する植物残渣を原料とし、加水する水分量、バインダーの種類、粒度につい
て最適化を行う。 
 試作した植物残渣について、静岡大学フィールド科学教育研究センターの試験圃場および、現
地試験において、雑草抑制効果を検証する。 
 
(2)目標とする植生管理技術の開発 
選定した植物種について、草刈りの時期、高さ、頻度を変化させて、目的とする植生に誘導で

きる管理技術を開発する。 
 

 
４． 研究成果 
 
(1)造園残渣・雑草残渣を原料とした雑草抑制資材の開発 
筆者らは本研究以前の研究において、アレロパシー物質を有する剪定枝を用いた雑草抑制資

材の開発を行なってきた。しかし、それらの資材は大量に確保することが困難である。そこで本
研究では緑地管理によって排出される造園残渣と雑草残渣の利用を検討し、雑草抑制資材の開
発に成功した。アレロパシー物質を有する雑草抑制資材に比較して、雑草抑制効果は劣るものに、
5-10cm 程度の被覆を行なうことによって、一般的な一年生雑草は抑制が可能であった。なお、
産業廃棄物として廃棄されるコーヒー粕を原料とした資材は、十分な抑制効果認められなかっ
た。コーヒー粕を原料とした雑草抑制資材については、現在、別のアプローチで検討を行なって
いる。 
 
 
(2）雑草抑制資材となる植物種の選定 
法面植生の優占種として、イネ科植物に比して害虫の発生リスクが小さいタデ科の多年生の

イタドリを選定した（写真 1）。 
さらに、イタドリを原料とした資材は、雑草抑制に効果があるだけでなく、トマト栽培の被覆

資材として用いた場合、トマトの糖度が高まったり、病害抵抗性を誘導するなど、農業利用も可
能であることが明らかとなった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）イタドリを管理する草刈り技術 
本研究において、イタドリを有望種として選定したが、イタドリは一方では難防除雑草として

も位置づけられている。そこで、利用と防除の両面から、草刈りとイタドリの生育との関係を明
らかにした結果、イタドリ群落を保全する上では、6 月 1回の高刈りがもっとも有効であり、イ
タドリ群落の防除の上では 8月 1回の地際刈りが最も有効であることが明らかとなった。 
 
 

写真 1 有望な植物種として選定したイタドリ（左とイタドリを原料として作成した資材 
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